
令和２年度 薬学部 ディプロマポリシー ルーブリック

卒業時 4年次終了時 基礎的

資質の到達レベル 4 3 2 1

１．プロフェッショ
ナリズム

【DP】
• 薬剤師としての責務を自
覚し、強い責任感と倫理観を
持って、患者や地域住民に医
療を提供できる。

【CP】
薬剤師としての責務を認識し、倫理観を醸成す
るための授業科目（医療現場での体験実習を含
む）を1年次から各学年で開講する。特に法
規・規範を理解するための授業科目は2年次か
ら開講する。授業で培った責務と倫理観をもっ
て人間性豊かな医療を実践する態度を身につけ
るため、4年次後期から附属病院および薬局に
おいて参加・実践型の実務実習を行う。知識に
関する評価は筆記・口頭試験、態度を加えた評
価はポートフォリオ、レポート、ルーブリック
等を用い、成長過程も合わせて評価する。

医療現場で学生薬剤師として
相応しい責任感と倫理観を
もって患者や医療関係者と接
し、もてる知識を統合して患
者や地域住民に医療を提供で
きる。

将来医療のプロフェッショナ
ルを目指す学生としての責任
感と倫理観を持ち、模擬的な
医療環境においては、薬剤師
としての責務を認識して医療
の提供をシミュレートでき
る。

薬剤師の責務を認識し、将来
医療のプロフェッショナルを
目指す学生としての責任感と
倫理観を持って行動する。

将来医療のプロフェッショナ
ルを目指す学生としての責任
感と倫理観を知り、医療系学
生として相応しい行動ができ
る。
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２．コミュニケー
ション能力

【DP】
• 多様な背景を持つ人々と
良好な人間関係を築くことが
できる。
• 患者や地域住民、医療関
係者などとの間で、必要な情
報の収集・提供を適切に行う
ことができる。

【CP】
１年次は寮生活、初年次体験実習（在宅・福祉
施設訪問等 を含む）、学部連携科目などを通
して多様な背景を持つ 人々と良好な人間関係
を構築する。2年次からは、医療人 として患
者・家族、医療スタッフなどと適切に対応し、
情報 の収集・提供能力を修得するために、コ
ミュニケーション演 習、PBLチュートリアル
などの授業科目において参加型学修（模擬患者
を対象としたロールプレイ実習を含む）を行
う。 4年次後期からは、附属病院の病棟や薬
局・在宅で患者や家族との面談・指導および他
学部学生、多職種との連携を実践する多様な実
務実習を行う。 これらの評価は、レポート、
ポートフォリオ、ルーブリック等を用い、成長
過程も合わせて評価する。

医療現場や社会で、患者や地
域住民、医療関係者など多様
な背景を持つ人々との良好な
人間関係を築き、相手の話を
傾聴し共感的理解を示しなが
ら、必要な情報収集・提供を
適切に実践できる。

模擬的な環境の中で、患者や
地域住民、医療関係者など多
様な背景を持つ人々との良好
な人間関係を築き、相手の話
を傾聴し共感的理解を示しな
がら、必要な情報収集・提供
を適切に行うことができる。

模擬的な環境の中で、患者や
地域住民、医療関係者など多
様な背景を持つ人々との良好
な人間関係の構築を目指し、
相手の話を傾聴しながら、必
要な情報収集・提供を行うこ
とができる。

大学生活において多様な背景
を持つ人々との良好な人間関
係の構築を目指し、相手の話
を傾聴し、わかりやすく情報
を伝えることができる。
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３．患者中心のチー
ム医療

【DP】
• 医療を共に担う多職種の
職能を相互に理解・尊重し、
患者に関わる情報を共有でき
る。
• 多職種と連携・協力しな
がら薬剤師の専門性を発揮
し、患者中心の医療を実践で
きる。

【CP】
体系的な学部連携カリキュラムを全学年で構築
する。１年 次はチーム医療の基本を理解し、
学生間の連携・協力の基盤を身に付けるため
に、寮生活のもと、多様な学部連携科目を開講
する。２～４年次は、多職種間の相互理解と連
携・ 協力をもとに、チーム医療を実施するシ
ミュレーションとし て、累進的に構成された
学部連携PBLチュートリアルを各学年で開講す
る。4年次末～6年次には、患者中心のチー ム
医療を、医療現場で実践する能力を身に付ける
ため、附属病院・地域での実務実習・学部連携
実習を行う。 チーム医療に求められる知識、
技能、態度の評価はポートフォリオ、レポー
ト、ルーブリック等を用い、成長の過程も合わ
せて評価する。

医療現場で、多職種と連携・
協力しながら患者に関わる情
報を共有し、薬剤師の専門性
を発揮して、患者中心のチー
ム医療を実践できる。

学生生活及び模擬的な医療環
境においては他学部の学生と
連携・協力しながら患者に関
わる情報を共有し、薬剤師の
専門性を発揮して、患者中心
のチーム医療をシミュレート
できる。

学生生活において他学部の学
生と連携・協力した上で、医
療を共に担う多職種の職能を
理解し、グループワークにお
いては患者に関わる情報を共
有し、薬剤師の専門性を意識
しながらチーム医療をシミュ
レートできる。

医療を共に担う多職種の職能
を知り、学生生活において他
学部の学生と連携・協力でき
る。
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４．専門的実践能力

【DP】
４－１　医薬品の調製、管
理、供給•医薬品の多様な特
性と法的規制を理解し、医薬
品の調製、管理、供給を適切
に実施できる

【CP】
医薬品の多様な特性を理解するために、1年次
より薬学の基礎知識を学び、学年進行に応じて
医療への応用が修得できるよう、体系的かつ段
階的に講義・演習・実習を構築する。医薬品に
関わる法規制を理解するための科目は2年次よ
り、医療現場で医薬品の調製、管理、供給を適
切に実践するために必要な知識、技能、態度を
修得するための講義と実習は3年次より開講す
る。これらの授業で身につけた能力を薬学共用
試験（CBT,OSCE）で評価したのち、4年次末
から附属病院と薬局で実務実習を行う。 これ
らの評価には、筆記試験、口頭試験、レポー
ト、ポートフォリオ、ルーブリック等を用い、
成長の過程も合わせて評価する。なお、知識レ
ベルについては学年末の進級試験や卒業試験に
より総括的評価を行う。

医薬品の多様な特性と法的規
制を理解したうえで、医療現
場で医薬品の調製、管理、供
給を適切に実施できる。

医薬品の多様な特性と法的規
制を理解したうえで、模擬的
環境で医薬品の調製、管理、
供給をシミュレートできる。

医薬品・化学物質の多様な特
性と、生体との相互作用を理
解し、基本的な医薬品の調
製・管理を法的規制を理解し
てシミュレートできる。

医薬品・化学物質の代表的な
特性や生体に関する基本的事
項を理解する。
代表的な化学物質を安全に取
り扱うことができる。
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４．専門的実践能力

【DP】
４－２　薬物治療の計画・実
践・評価 • 患者の病態とと
もに患者・家族の 心理・社
会的な背景を把握した上で、
科学的な根拠と医薬品の特性
に基づいて、安心・安全な薬
物治療を実践できる。

【CP】
薬物治療に必要な基本的知識を修得する科目は
主として1～3年次に開講し、4～6年次には科
学的な根拠に基づいた思考力や判断力、薬物治
療の実践力を涵養するための授業科目を配置す
る。2年～4年次の「薬と疾病」、「PBL
チュートリアル」では、医薬品の特性と科学的
根拠に基づいた安心・安全な薬物治療を実践す
る能力の基盤を作る。4年次以降の実務実習
（附属病院17週間、薬局11週間）では患者・
家族の心理・社会的な背景を把握した上で薬物
治療を実践するための学修を行い、5年次から
のクリニカルクラークシップでは主体的に実践
する。臨床における問題発見・解決能力を醸成
するために、自己主導型学修をサポートし、省
察と適切なフィードバックによって継続的な成
長を促す。 これらの評価には、筆記試験、口
頭試験、ポートフォリオ、 レポート、ルーブ
リック等を用い、成長の過程も合わせて評価す
る。なお、知識レベルについては学年末の進級
試験や卒業試験により総括的評価を行う。

医療現場において、患者・家
族の心理・社会的な背景に配
慮しつつ、病態を把握したう
えで、科学的な根拠をもった
安心・安全な薬物治療の評
価・計画・実践できる。

模擬的医療環境において、患
者・家族の心理・社会的な背
景に配慮しつつ、病態を把握
したうえで、科学的な根拠を
もった安心・安全な薬物治療
の評価・計画をシミュレート
できる。

与えられた模擬の患者情報に
基づいて、病態を把握し、科
学的な根拠に基づいた患者に
最適な薬物治療の計画を立案
できる。

代表的な疾患の病態を理解
し、最適な薬物治療を実施す
るための基本的事項を理解す
る。
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５．社会的貢献

【DP】
 医療・福祉にかかわる社会
的背景 を把握し、プライマ
リケア、セルフメディケー
ション支援、在宅医療等を通
じ、地域における人々の疾病
予防、健康回復・維持・増進
と地域の公衆衛生の向上に貢
献する

【CP】
プライマリケア、セルフメディケーション支
援、在宅医療を実施する上での基本的な知識、
技能、態度を修得するため、1 年次より地域医
療（在宅チーム医療教育を含む）、2年次から
衛生薬学、「薬学と社会」に関する講義と実習
を開講する。各学年で段階的な学修を継続した
後、4年次末からの 実務実習において地域での
実践的学修を行う。 これらの評価には、筆記
試験、口頭試験、ポートフォリオ、 レポー
ト、ルーブリック等を用い、成長の過程も合わ
せて評価する。なお、知識レベルについては学
年末の進級試験や卒業試験により総括的評価を
行う。

地域の保健・医療・福祉にか
かわる社会的背景を把握し、
薬剤師の役割（プライマリケ
ア、セルフメ ディケーショ
ン支援、在宅医療等）を実践
し、地域における人々の疾病
予防、健康回復・維持・増進
と地域の公衆衛生の向上に貢
献できる。

模擬的環境において、地域の
保健・医療・福祉にかかわる
社会的背景を把握し、薬剤師
の役割（プライマリケア、セ
ルフメ ディケーション支
援、在宅医療等）をシミュ
レートできる。

地域の保健、医療、福祉につ
いて、現状と課題を認識する
とともに、薬剤師の役割と意
義を理解し、公衆衛生の向上
に寄与する知識と技能を修得
する。

地域の保健、医療、福祉につ
いて現状を理解し、薬剤師が
活躍するために必要な能力を
考える。
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６．薬学研究と自己
研鑽

【DP】
・医療・薬学に関わる研究

課題に取り組む科学的探求心
を有する。
• 論理的、批判的な視点か
ら医療・薬学に関わる問題を
発見し、解決するための方策
を提示できる。
• 最新の知識や技能、必要
な情報を、国際的視野に立脚
して生涯にわたって獲得する
意欲と態度を有する。

【CP】
基本的な研究手法を修得するために、2年次か
ら各専門領 域の実習を実施する。3年次におい
て研究倫理ならびに統 計的手法を学ぶ科目を
開講する。さらに国際的な視野を 持って高度
な専門知識、研究手法、そして科学的根拠に基
づいた問題発見・解決能力を身につけるため、
4～6年次に は薬学研究 を行う。4年次以降の
薬学研究 、実務実習、演 習は、自学自習を強
く促し、省察と適切なフィードバックに よっ
て生涯にわたる自己研鑽の土台を作る。学会、
学位論 文発表会などに参加し、卒業後も研鑽
を積んでいる薬剤師 の活動を知る機会も設け
る。 これらの評価には、筆記試験、口頭試
験、実地試験、レ ポート、ルーブリック等を
用い、成長の過程も合わせて評価 する。な
お、薬学研究 については研究成果の発表と論
文 により総括的評価を行う。

 医療・薬学に関わる問題を
自ら発見し、最新の知識や技
能、必要な情報を活用して
論理的、批判的な視点から解
決するための方策を習慣的に
提示する。

 最新の知識や技能、必要な
情報を修得する技能を身につ
け、与えられた課題における
問題点に対して論理的、批判
的な視点から解決するための
方策を討議し、自らの考えと
して文章にまとめることがで
きる。

研究倫理と統計の知識を修得
し、基本的な研究手法と理論
を修得するとともに、提示さ
れた課題について討議・発表
する。

基本的な研究手法と理論を理
解し、提示された課題につい
て調べる。
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7　アイデンティ
ティー

【DP】
 昭和大学の伝統を重んじ、
その名誉を高めるために全力
を尽くす。

【CP】
全学年にわたって実施する４学部連携教育やア
イデンティティー教育により、本学の伝統や特
長を認識し、昭和大学卒業生としてのプライド
を持って医療に貢献する薬剤師を養成する。評
価は口頭での確認やポートフォリオ等を用い、
成長の過程も合わせて評価する。

建学の精神（至誠一貫）を理
解し、倫理的な配慮をもって
いろいろな場面（医療現場・
社会生活とのかかわり等）に
おいて自己省察に基づき目標
を立て、その実現に向けて真
心をもって全力を尽くす。

建学の精神（至誠一貫）を理
解し、倫理的な配慮をもって
いろいろな場面（学生・教員
とのかかわり・模擬的な医療
現場等）の自己目標に対する
行動を自己省察し、その実現
に向けて真心をもって全力を
尽くす。

建学の精神（至誠一貫）を理
解し、自己と他者の違いを理
解し、いろいろな場面（他学
部・他学年とのかかわり等）
における自己目標を立て、そ
の実現に向けて真心をもって
全力を尽くす。

建学の精神（至誠一貫）を理
解し、いろいろな場面（寮生
活等）における自己目標を立
て、その実現に向けて真心を
もって全力を尽くす。
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習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 
3
 

(
が
ん
疾
患

)

キ
ャ
リ
ア
教
育

実
務
実
習
事
前
学
習

病
院
実
習
1

薬
学
研
究
 

入
門

症
候
と
疾
患
推
測

症
例
演
習
と
薬
物
療
法
の
実
践

医
薬
品
評
価
と
開
発

キ
ャ
リ
ア
教
育

臨
床
心
理
学
の
活
用

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
作
用

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

薬
学
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 3 3 4 3 3 4 4 4 3 4 4

演
習

実
習

第1学年 第4学年

実
習

実
習

講
義

演
習

・
講
義

講
義

講
義

演
習

実
習

演
習

演
習

実
習

講
義

第5学年 第6学年

資質の到達レベル 4

薬剤師の責務を認識し、将来医療のプロフェッショナル
を目指す学生としての責任感と倫理観を持って行動す
る。

将来医療のプロフェッショナルを目指す学生と
しての責任感と倫理観を知り、医療系学生として
相応しい行動ができる。

第3学年

【DP】
• 薬剤師としての責務を自覚し、強い責任
感と倫理観を持って、患者や地域住民に医療
を提供できる。

【CP】
薬剤師としての責務を認識し、倫理観を醸成する
ための授業科目（医療現場での体験実習を含む）
を1年次から各学年で開講する。特に法規・規範
を理解するための授業科目は2年次から開講す
る。授業で培った責務と倫理観をもって人間性豊
かな医療を実践する態度を身につけるため、4年
次後期から附属病院および薬局において参加・実
践型の実務実習を行う。知識に関する評価は筆
記・口頭試験、態度を加えた評価はポートフォリ
オ、レポート、ルーブリック等を用い、成長過程
も合わせて評価する。

医療現場で学生薬剤師として相応しい責任感と倫
理観をもって患者や医療関係者と接し、もてる知
識を統合して患者や地域住民に医療を提供でき
る。

将来医療のプロフェッショナルを目指す学生とし
ての責任感と倫理観を持ち、模擬的な医療環境に
おいては、薬剤師としての責務を認識して医療の
提供をシミュレートできる。

第2学年

基礎的4年次終了時卒業時

3 2 1



基礎的

２．コミュニケーション能力

学年

授業形態
演
習

実
習

実
習

演
習

科
目
名

E
n

g
lis

h
 fo

r H
e
a
lth

c
a
re

 C
o
m

u
n

ic
a
tio

n

P
a
ra

g
ra

p
h

 W
ritin

g

F
re

s
h

m
a
n

 E
n

g
lis

h
　

A
・

B

薬
学
へ
の
招
待

地
域
医
療
入
門

人
の
行
動
と
心
理

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
A

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
B

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
ズ

チ
ー
ム
医
療
の
基
盤

健
康
と
運
動
の
科
学

初
年
次
体
験
実
習

薬
学
英
語
の
基
礎
1

薬
学
英
語
の
基
礎
2

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

生
と
死

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

診
療
の
流
れ
を
知
る
 

実
習

薬
学
英
語
1

医
薬
品
情
報
と
患
者
情
報

薬
学
英
語
2

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

調
剤
・
患
者
対
応
入
門
 

実
習

急
性
期
医
療
と
薬
剤
師
 

実
習

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
 
P
B
L
 

Ⅲ
 

・

 
在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
 

Ⅲ

E
B
M
演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 
3

(

が
ん
疾
患

)

キ
ャ
リ
ア
教
育

実
務
実
習
事
前
学
習

病
院
実
習
1

薬
学
研
究
 

入
門

症
候
と
疾
患
推
測

海
外
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
を
知
る

医
薬
品
評
価
と
開
発

キ
ャ
リ
ア
教
育

臨
床
心
理
学
の
活
用

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

ア
ド
バ
ン
ス
ド
薬
学
英
語

薬
学
研
究
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 2 3 3 3 4 2 3 4 3 3 3 4 4 3
3
・
4

3 4

演
習

第5学年

実
習

第4学年

演
習

実
習

4年次終了時卒業時

演
習

・
講
義

【DP】
• 多様な背景を持つ人々と良好な人間関係
を築くことができる。
• 患者や地域住民、医療関係者などとの間
で、必要な情報の収集・提供を適切に行う
ことができる。

講
義

講
義

第1学年 第6学年

実
習

演
習

第３学年

講
義

演
習

実
習

第２学年

資質の到達レベル 4 3 2 1

大学生活において多様な背景を持つ人々との良好な
人間関係の構築を目指し、相手の話を傾聴し、わか
りやすく情報を伝えることができる。

模擬的な環境の中で、患者や地域住民、医療関係者な
ど多様な背景を持つ人々との良好な人間関係の構築を目
指し、相手の話を傾聴しながら、必要な情報収集・提供
を行うことができる。

模擬的な環境の中で、患者や地域住民、医療関係者など
多様な背景を持つ人々との良好な人間関係を築き、相手
の話を傾聴し共感的理解を示しながら、必要な情報収
集・提供を適切に行うことができる。

医療現場や社会で、患者や地域住民、医療関係者な
ど多様な背景を持つ人々との良好な人間関係を築
き、相手の話を傾聴し共感的理解を示しながら、必
要な情報収集・提供を適切に実践できる。

【CP】
１年次は寮生活、初年次体験実習（在宅・福祉施
設訪問等 を含む）、学部連携科目などを通して多
様な背景を持つ 人々と良好な人間関係を構築す
る。2年次からは、医療人 として患者・家族、医
療スタッフなどと適切に対応し、情報 の収集・提
供能力を修得するために、コミュニケーション演
習、PBLチュートリアルなどの授業科目において
参加型学修（模擬患者を対象としたロールプレイ
実習を含む）を行う。 4年次後期からは、附属病
院の病棟や薬局・在宅で患者や家族との面談・指
導および他学部学生、多職種との連携を実践する
多様な実務実習を行う。 これらの評価は、レポー
ト、ポートフォリオ、ルーブリック等を用い、成
長過程も合わせて評価する。



基礎的

３．患者中心のチーム医療

学年

授業形態
実
習

講
義

実
習

科
目
名

薬
学
へ
の
招
待

地
域
医
療
入
門

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
A

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
B

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
ズ

チ
ー
ム
医
療
の
基
盤

初
年
次
体
験
実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
関
わ
る
法
規
範
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

生
と
死

診
療
の
流
れ
を
知
る
 

実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
関
わ
る
法
規
範
Ⅱ

医
薬
品
情
報
と
患
者
情
報

社
会
保
障
制
度
と
医
療
経
済

薬
剤
師
の
使
命

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

調
剤
・
患
者
対
応
入
門
 

実
習

急
性
期
医
療
と
薬
剤
師
 

実
習

個
別
化
医
療

地
域
医
療
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

放
射
性
医
薬
品
の
利
用
と
管
理

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
 
P
B
L
 

Ⅲ
 

・

 
在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
 

Ⅲ

E
B
M
演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 
3

(

が
ん
疾
患

)

実
務
実
習
事
前
学
習

病
院
実
習
1

症
候
と
疾
患
推
測

臨
床
心
理
学
の
活
用

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
事
象

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 2 2 3 2 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4 4

実
習

実
習

演
習

【DP】
• 医療を共に担う多職種の職能を相互に理
解・尊重し、患者に関わる情報を共有でき
る。
• 多職種と連携・協力しながら薬剤師の専門
性を発揮し、患者中心の医療を実践できる。

【CP】
体系的な学部連携カリキュラムを全学年で構築す
る。１年 次はチーム医療の基本を理解し、学生間
の連携・協力の基盤を身に付けるために、寮生活
のもと、多様な学部連携科目を開講する。２～４
年次は、多職種間の相互理解と連携・ 協力をもと
に、チーム医療を実施するシミュレーションとし
て、累進的に構成された学部連携PBLチュートリ
アルを各学年で開講する。4年次末～6年次には、
患者中心のチー ム医療を、医療現場で実践する能
力を身に付けるため、附属病院・地域での実務実
習・学部連携実習を行う。 チーム医療に求められ
る知識、技能、態度の評価はポートフォリオ、レ
ポート、ルーブリック等を用い、成長の過程も合
わせて評価する。

演
習

・
講
義

第1学年

講
義

演
習

講
義

演
習

実
習

講
義

演
習

実
習

資質の到達レベル

第5学年 第6学年

4年次終了時卒業時

第２学年 第３学年 第4学年

医療現場で、多職種と連携・協力しながら患者に
関わる情報を共有し、薬剤師の専門性を発揮し
て、患者中心のチーム医療を実践できる。

学生生活及び模擬的な医療環境においては他学部の学
生と連携・協力しながら患者に関わる情報を共有し、
薬剤師の専門性を発揮して、患者中心のチーム医療を
シミュレートできる。

学生生活において他学部の学生と連携・協力した上
で、医療を共に担う多職種の職能を理解し、グループ
ワークにおいては患者に関わる情報を共有し、薬剤師
の専門性を意識しながらチーム医療をシミュレートで
きる。

医療を共に担う多職種の職能を知り、学生生活にお
いて他学部の学生と連携・協力できる。

4 3 2 1



基礎的

４　専門的実践能力

学年

授業形態
演
習

演
習

科
目
名

漢
方
薬
に
な
る
動
植
鉱
物

薬
学
へ
の
招
待

物
理
の
基
礎

熱
力
学
・
化
学
平
衡
概
論

化
学
の
基
礎

有
機
化
合
物
の
構
造
と
性
質

生
命
活
動
を
担
う
分
子
（
生
命
の
基
本
単
位
）

生
命
活
動
を
担
う
分
子
（
細
胞
構
成
因
子
）

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
数
学

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

(

総
論

)

薬
学
演
習

基
礎
サ
イ
エ
ン
ス
実
習

薬
用
植
物
・
生
薬
実
習

物
質
の
状
態
と
変
化

有
機
化
合
物
の
反
応

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
へ

)

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（
神
経
・
感
覚
器
・
皮
膚
・
泌
尿
器
・
消
化
器

)

化
学
平
衡

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（
循
環
器
・
血
液
・
内
分
泌
・
生
殖
器
・
遺
伝

)

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

代
謝
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

)

薬
の
作
用
と
生
体
内
運
命

物
質
の
構
造

医
薬
品
の
検
出
と
定
量

官
能
基
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

細
胞
の
構
造
、
機
能
と
情
報
伝
達

)

生
体
防
御
反
応
を
担
う
組
織
、
細
胞
、
分
子

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
Ⅰ

薬
の
効
き
方

生
理
か
ら
病
態
へ
 

演
習

物
質
の
性
質
と
分
析
 

実
習

医
薬
品
の
化
学
 

実
習

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能
 

実
習

診
療
の
流
れ
を
知
る
 

実
習

薬
用
植
物
の
化
学
　
実
習

生
命
体
の
成
り
立
ち
 

実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
2

溶
液
の
性
質

生
体
分
子
の
化
学

薬
物
の
体
内
動
態

生
体
防
御
反
応
の
応
用
と
制
御

臨
床
で
用
い
る
分
析
技
術

処
方

箋
と
調
剤

製
剤
の
性
質

製
剤
設
計

機
器
分
析

医
薬
品
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

ゲ
ノ
ム
情
報
と
バ
イ
オ
医
薬
品

)

薬
物
動
態
の
解
析

製
剤
化
と
製
剤
試
験
法
　
実
習

調
剤
・
患
者
対
応
入
門
 

実
習

薬
の
効
く
プ
ロ
セ
ス
　
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

学年

授業形態
実
習

演
習

科
目
名

薬
と
な
る
化
合
物
の
構
造
と
性
質

日
常
生
活
と
健
康

薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム

個
別
化
医
療

薬
毒
物
と
中
毒

放
射
性
医
薬
品
の
利
用
と
管
理

輸
液
と
栄
養

実
務
と
基
礎
の
複
合
演
習

実
務
実
習
事
前
学
習

病
院
実
習
1

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
作
用

症
例
演
習
と
薬
物
療
法
の
実
践

応
用
薬
学
演
習

薬
局
実
習

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

応
用
薬
学
演
習

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

2 2 2 2 2 2 3 2 3 4 3 3 3 4 4 3 3 4 4

講
義

実
習

講
義

演
習

実
習

演
習

実
習

講
義

講
義

実
習

実
習

第４学年 第６学年第５学年

第２学年 第３学年第1学年

卒業時 4年次終了時

【DP】
４－１　医薬品の調製、管理、供給•医薬品
の多様な特性と法的規制を理解し、医薬品の
調製、管理、供給を適切に実施できる

【CP】
医薬品の多様な特性を理解するために、1年次よ
り薬学の基礎知識を学び、学年進行に応じて医療
への応用が修得できるよう、体系的かつ段階的に
講義・演習・実習を構築する。医薬品に関わる法
規制を理解するための科目は2年次より、医療現
場で医薬品の調製、管理、供給を適切に実践する
ために必要な知識、技能、態度を修得するための
講義と実習は3年次より開講する。これらの授業
で身につけた能力を薬学共用試験（CBT,OSCE）
で評価したのち、4年次末から附属病院と薬局で
実務実習を行う。 これらの評価には、筆記試験、
口頭試験、レポート、ポートフォリオ、ルーブ
リック等を用い、成長の過程も合わせて評価す
る。なお、知識レベルについては学年末の進級試
験や卒業試験により総括的評価を行う。

医薬品の多様な特性と法的規制を理解したうえ
で、医療現場で医薬品の調製、管理、供給を適切
に実施できる。

医薬品の多様な特性と法的規制を理解したうえ
で、模擬的環境で医薬品の調製、管理、供給をシ
ミュレートできる。

医薬品・化学物質の多様な特性と、生体との相互
作用を理解し、基本的な医薬品の調製・管理を法
的規制を理解してシミュレートできる。

医薬品・化学物質の代表的な特性や生体に関する
基本的事項を理解する。
代表的な化学物質を安全に取り扱うことができ
る。

資質の到達レベル 4 3 2 1



基礎的

４　専門的実践能力

学年 第３学年

授業形態
実
習

演
習

講
義

科
目
名

薬
学
へ
の
招
待

化
学
の
基
礎

有
機
化
合
物
の
構
造
と
性
質

生
命
活
動
を
担
う
分
子
（
生
命
の
基
本
単
位
）

物
理
の
基
礎

熱
力
学
・
化
学
平
衡
概
論

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（
神
経
・
骨
格
・
筋
・
消
化
器
）

生
物
統
計

薬
学
の
基
礎
と
し
て
の
数
学

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

(

総
論

)

基
礎
サ
イ
エ
ン
ス
実
習

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

D
N
A
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
へ

)

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

（
神
経
・
感
覚
器
・
皮
膚
・
泌
尿
器
・
消
化
器

)

化
学
平
衡

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能

(

循
環
器
・
血
液
・
内
分
泌
・
生
殖
器
・
遺
伝
）

薬
の
宝
庫
と
し
て
の
天
然
物

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

代
謝
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

)

薬
の
作
用
と
生
体
内
運
命

微
生
物
と
感
染
症

医
薬
品
の
検
出
と
定
量

官
能
基
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

(

細
胞
の
構
造
、
機
能
と
情
報
伝
達

)

生
体
防
御
反
応
を
担
う
組
織
、
細
胞
、
分
子

薬
と
疾
病
（
悪
性
腫
瘍
）

薬
と
疾
病
（
感
染
症
）

薬
の
効
き
方

生
理
か
ら
病
態
へ
 

演
習

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能
 

実
習

診
療
の
流
れ
を
知
る
 

実
習

薬
用
植
物
の
化
学
　
実
習

生
命
体
の
成
り
立
ち
実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
2

生
体
分
子
の
化
学

薬
物
の
体
内
動
態

生
体
防
御
反
応
の
応
用
と
制
御

薬
と
疾
病

(

神
経
・
精
神
系
疾
患

)

薬
と
疾
病
（
呼
吸
器
系
疾
患
）

薬
と
疾
病

(
消
化
器
系
疾
患

)

臨
床
で
用
い
る
分
析
技
術

処
方

箋
と
調
剤

医
薬
品
情
報
と
患
者
情
報

製
剤
設
計

機
器
分
析

医
薬
品
の
化
学

生
命
活
動
を
担
う
分
子

（
ゲ
ノ
ム
情
報
と
バ
イ
オ
医
薬
品
）

医
薬
品
・
化
学
物
質
の
代
謝
反
応

薬
物
動
態
の
解
析

栄
養
と
健
康

薬
と
疾
病
（
循
環
器
系
疾
患
）

薬
と
疾
病
（
代
謝
系
・
内
分
泌
系
疾
患
）

薬
と
疾
病

(

泌
尿
器
系
・
生
殖
器
系
疾
患

)

薬
と
疾
病

(

免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

)

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

学年

授業形態
演
習

科
目
名

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

急
性
期
医
療
と
薬
剤
師
 

実
習

薬
の
効
く
プ
ロ
セ
ス
 

実
習

薬
と
な
る
化
合
物
の
構
造
と
性
質

分
子
・
細
胞
か
ら
生
理
・
病
態
へ

漢
方
医
学
の
実
践

薬
物
送
達
シ
ス
テ
ム

薬
と
疾
病

(

眼
・
耳
鼻
咽
喉
・
骨
関
節
疾
患

)

薬
と
疾
病

(

血
液
・
皮
膚
・
小
児
疾
患

)

個
別
化
医
療

薬
毒
物
と
中
毒

放
射
性
医
薬
品
の
利
用
と
管
理

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
 
P
B
L
 

Ⅲ
 

・

 
在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
 

Ⅲ

E
B
M
演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 
3

(

が
ん
疾
患

)

輸
液
と
栄
養

実
務
と
基
礎
の
複
合
演
習

実
務
実
習
事
前
学
習

病
院
実
習
1

症
候
と
疾
患
推
測

症
例
演
習
と
薬
物
療
法
の
実
践

医
薬
品
評
価
と
開
発

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
作
用

応
用
薬
学
演
習

薬
局
実
習

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

応
用
薬
学
演
習

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

資質の到達レベル
(学年の目安）

2 2 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 3 3 2 3 4 3 3 3 3 3 4 4 3 3 4 4

実
習

演
習

実
習

第３学年

第1学年

講
義

講
義

講
義

第２学年

実
習

演
習

第６学年

実
習

実
習

第4学年 第５学年

演
習

【DP】
４－２　薬物治療の計画・実践・評価 • 患
者の病態とともに患者・家族の 心理・社会
的な背景を把握した上で、科学的な根拠と医
薬品の特性に基づいて、安心・安全な薬物治
療を実践できる。

卒業時 4年次終了時

代表的な疾患の病態を理解し、最適な薬物治療を
実施するための基本的事項を理解する。

与えられた模擬の患者情報に基づいて、病態を把
握し、科学的な根拠に基づいた患者に最適な薬物
治療の計画を立案できる。

模擬的医療環境において、患者・家族の心理・社
会的な背景に配慮しつつ、病態を把握したうえ
で、科学的な根拠をもった安心・安全な薬物治療
の評価・計画をシミュレートできる。

医療現場において、患者・家族の心理・社会的な
背景に配慮しつつ、病態を把握したうえで、科学
的な根拠をもった安心・安全な薬物治療の評価・
計画・実践できる。

【CP】
薬物治療に必要な基本的知識を修得する科目は主
として1～3年次に開講し、4～6年次には科学的
な根拠に基づいた思考力や判断力、薬物治療の実
践力を涵養するための授業科目を配置する。2年
～4年次の「薬と疾病」、「PBL チュートリア
ル」では、医薬品の特性と科学的根拠に基づいた
安心・安全な薬物治療を実践する能力の基盤を作
る。4年次以降の実務実習（附属病院17週間、薬
局11週間）では患者・家族の心理・社会的な背景
を把握した上で薬物治療を実践するための学修を
行い、5年次からのクリニカルクラークシップで
は主体的に実践する。臨床における問題発見・解
決能力を醸成するために、自己主導型学修をサ
ポートし、省察と適切なフィードバックによって
継続的な成長を促す。 これらの評価には、筆記試
験、口頭試験、ポートフォリオ、 レポート、ルー
ブリック等を用い、成長の過程も合わせて評価す
る。なお、知識レベルについては学年末の進級試
験や卒業試験により総括的評価を行う。

資質の到達レベル 4 3 2 1



基礎的

５　社会的貢献

学年

授業形態
演
習
・

講
義

実
習

演
習

実
習

科
目
名

漢
方
薬
に
な
る
動
植
鉱
物

薬
学
へ
の
招
待

地
域
医
療
入
門

チ
ー
ム
医
療
の
基
盤

初
年
次
体
験
実
習

個
人
・
集
団
・
社
会
と
健
康

微
生
物
と
感
染
症

生
活
環
境
と
健
康

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
Ⅰ

在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

診
療
の
流
れ
を
知
る
 

実
習

薬
用
植
物
の
化
学
　
実
習

薬
剤
師
と
医
薬
品
に
係
わ
る
法
規
範
2

製
剤
設
計

栄
養
と
健
康

医
薬
品
化
学
物
質
の
代
謝
反
応

社
会
保
障
制
度
と
医
療
経
済

薬
剤
師
の
使
命

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

健
康
と
環
境
 
 

実
習

急
性
期
医
療
と
薬
剤
師
 

実
習

漢
方
医
学
の
実
践

日
常
生
活
と
健
康

個
別
化
医
療

地
域
医
療
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

薬
毒
物
と
中
毒

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
 
P
B
L
Ⅲ
・

 
在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅲ

輸
液
と
栄
養

実
務
実
習
事
前
学
習

症
候
と
疾
患
推
測

症
例
演
習
と
薬
物
療
法
の
実
践

医
薬
品
の
副
作
用
・
有
害
作
用

医
薬
品
の
評
価
と
開
発

薬
局
実
習

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 3 4

講
義

第1学年

【DP】
 医療・福祉にかかわる社会的背景 を把握
し、プライマリケア、セルフメディケーショ
ン支援、在宅医療等を通じ、地域における
人々の疾病予防、健康回復・維持・増進と地
域の公衆衛生の向上に貢献する

講
義

実
習

第２学年

卒業時 4年次終了時

第5学年

演
習

実
習

第３学年

講
義

地域の保健・医療・福祉にかかわる社会的背景を
把握し、薬剤師の役割（プライマリケア、セルフ
メ ディケーション支援、在宅医療等）を実践し、
地域における人々の疾病予防、健康回復・維持・
増進と地域の公衆衛生の向上に貢献できる。

演
習

実
習

第4学年

講
義

演
習

資質の到達レベル 4 3 2 1

【CP】
プライマリケア、セルフメディケーション支援、
在宅医療を実施する上での基本的な知識、技能、
態度を修得するため、1 年次より地域医療（在宅
チーム医療教育を含む）、2年次から衛生薬学、
「薬学と社会」に関する講義と実習を開講する。
各学年で段階的な学修を継続した後、4年次末か
らの 実務実習において地域での実践的学修を行
う。 これらの評価には、筆記試験、口頭試験、
ポートフォリオ、 レポート、ルーブリック等を用
い、成長の過程も合わせて評価する。なお、知識
レベルについては学年末の進級試験や卒業試験に
より総括的評価を行う。

第6学年

実
習

地域の保健、医療、福祉について現状を理解し、
薬剤師が活躍するために必要な能力を考える。

地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を
認識するとともに、薬剤師の役割と意義を理解
し、公衆衛生の向上に寄与する知識と技能を修得
する。

模擬的環境において、地域の保健・医療・福祉に
かかわる社会的背景を把握し、薬剤師の役割（プ
ライマリケア、セルフメ ディケーション支援、在
宅医療等）をシミュレートできる。



基礎的

６　薬学研究と自己研鑽

学年

授業形態
実
習

講
義

実
習

演
習

科
目
名

生
物
統
計

薬
学
へ
の
招
待

基
礎
サ
イ
エ
ン
ス
実
習

個
人
・
集
団
・
社
会
と
健
康

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

生
と
死
　
演
習

生
理
か
ら
病
態
へ
 

演
習

物
質
の
性
質
と
分
析
 

実
習

医
薬
品
の
化
学
 

実
習

人
体
の
成
り
立
ち
と
機
能
 

実
習

生
命
体
の
成
り
立
ち
 

実
習

薬
学
英
語
1

薬
学
英
語
2

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

研
究
倫
理
と
統
計
 

演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

健
康
と
環
境
 

実
習

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
 
P
B
L
Ⅲ
・

在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅲ

E
B
M
演
習

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 
3

(

が
ん
疾
患

)

キ
ャ
リ
ア
教
育

病
院
実
習
1

薬
学
研
究
 

入
門

キ
ャ
リ
ア
教
育

臨
床
心
理
学
の
活
用

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

海
外
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
を
知
る

ア
ド
バ
ン
ス
ド
薬
学
英
語

薬
学
研
究
 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

薬
剤
師
の
臨
床
判
断

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 2 2 2 3 2 3 2 3 2 3 3 3 3 3 3 4 4 3 3 4 3 4

第1学年

講
義

卒業時 4年次終了時

演
習

実
習

演
習

資質の到達レベル

第２学年

演
習

実
習

第5学年

実
習

演
習

第4学年

【DP】
 ・医療・薬学に関わる研究課題に取り組む
科学的探求心を有する。
 • 論理的、批判的な視点から医療・薬学に
関わる問題を発見し、解決するための方策
を提示できる。
• 最新の知識や技能、必要な情報を、国際
的視野に立脚して生涯にわたって獲得する
意欲と態度を有する。

【CP】
基本的な研究手法を修得するために、2年次から
各専門領 域の実習を実施する。3年次において研
究倫理ならびに統 計的手法を学ぶ科目を開講す
る。さらに国際的な視野を 持って高度な専門知
識、研究手法、そして科学的根拠に基 づいた問題
発見・解決能力を身につけるため、4～6年次に
は薬学研究 を行う。4年次以降の薬学研究 、実務
実習、演 習は、自学自習を強く促し、省察と適切
なフィードバックに よって生涯にわたる自己研鑽
の土台を作る。学会、学位論 文発表会などに参加
し、卒業後も研鑽を積んでいる薬剤師 の活動を知
る機会も設ける。 これらの評価には、筆記試験、
口頭試験、実地試験、レ ポート、ルーブリック等
を用い、成長の過程も合わせて評価 する。なお、
薬学研究 については研究成果の発表と論文 によ
り総括的評価を行う。

 医療・薬学に関わる問題を自ら発見し、最新の
知識や技能、必要な情報を活用して 論理的、批判
的な視点から解決するための方策を習慣的に提示
する。

 最新の知識や技能、必要な情報を修得する技能
を身につけ、与えられた課題における問題点に対
して論理的、批判的な視点から解決するための方
策を討議し、自らの考えとして文章にまとめるこ
とができる。

研究倫理と統計の知識を修得し、基本的な研究手
法と理論を修得するとともに、提示された課題に
ついて討議・発表する。

実
習

第３学年

講
義

第６学年

14 3 2

基本的な研究手法と理論を理解し、提示された課題に
ついて調べる。



卒業時 4年次終了時 基礎的

7　アイデンティティー

学年 第２学年

授業形態
実
習

科
目
名

地
域
医
療
入
門

薬
学
へ
の
招
待

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
ズ

チ
ー
ム
医
療
の
基
盤

初
年
次
体
験
実
習

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅱ

薬
剤
師
の
使
命

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
1

(

神
経
疾
患

)

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
観

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
2

(

循
環
器
疾
患

)

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
P
B
L
Ⅱ
・
在
宅
ケ
ア

学
部
連
携
チ
ー
ム
医
療
 
P
B
L
Ⅲ
・

在
宅
チ
ー
ム
医
療
と
倫
理
 
T
B
L
Ⅲ

薬
と
疾
病
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
 
3
 

(

が
ん
疾
患

)

キ
ャ
リ
ア
教
育

実
務
実
習
事
前
学
習

病
院
実
習
１

臨
床
心
理
学
の
活
用

キ
ャ
リ
ア
教
育

病
院
実
習
2
 

(

精
神
医
療
実
習
を
含
む

)

薬
局
実
習

学
部
連
携
地
域
医
療
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ

学
部
連
携
病
棟
実
習

資質の到達レベル
(学年の目安）

1 1 1 1 1 1 2 2 2 3 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4

実
習

実
習

演
習

実
習

【DP】
 昭和大学の伝統を重んじ、その名誉を高め
るために全力を尽くす。

第３学年 第4学年 第5学年 第6学年第1学年

講
義

演
習

演
習

演
習

演
習

・
講
義

資質の到達レベル 4 3 2 1

建学の精神（至誠一貫）を理解し、いろいろな
場面（寮生活等）における自己目標を立て、そ
の実現に向けて真心をもって全力を尽くす。

建学の精神（至誠一貫）を理解し、自己と他者の
違いを理解し、いろいろな場面（他学部・他学年
とのかかわり等）における自己目標を立て、その
実現に向けて真心をもって全力を尽くす。

建学の精神（至誠一貫）を理解し、倫理的な配慮
をもっていろいろな場面（学生・教員とのかかわ
り・模擬的な医療現場等）の自己目標に対する行
動を自己省察し、その実現に向けて真心をもって
全力を尽くす。

建学の精神（至誠一貫）を理解し、倫理的な配慮を
もっていろいろな場面（医療現場・社会生活とのか
かわり等）において自己省察に基づき目標を立
て、その実現に向けて真心をもって全力を尽くす。

【CP】
全学年にわたって実施する４学部連携教育やアイデン
ティティー教育により、本学の伝統や特長を認識し、昭
和大学卒業生としてのプライドを持って医療に貢献する
薬剤師を養成する。評価は口頭での確認やポートフォリ
オ等を用い、成長の過程も合わせて評価する。


